
《社会教育に関する研究委員会》

本研究委員会では、地域住民の生涯学習支援や生涯学習を通じた地域づくりなどを推進するた

め、耳を傾け社会の要請と住民の多様な需要の双方に対応した学習機会の提供や施設設備などを

地域住民と協力して主体的に実施する必要であると考えた。

そのために、社会教育事業全体の実態とその結果を分析し、事業評価をどのようにして進める

かを研究の目的とした。

調査研究期間は平成 年４月～平成 年３月の２カ年継続研究とした。18 20
平成 年度の調査研究は、各種研修会・ブロック会議での学習、ワークショップを18

通して、評価の方法の課題・問題点を検討し、社会教育事業評価票（案）を試みた。

［平成18年度社会教育事業の評価］

① 各市町村において社会教育事業の評価

② 自己点検（当事者評価）で、当面実施し、第３者評価は別途検討

③ 社会教育事業評価票（案）評価指標の検討

④ 各市町村で１事業を評価し、研修会までに持ちより評価票の検討

⑤ 研修会の実施

、 （ ） 、 、平成19年度の調査研究は １年次目の社会教育事業評価票 案 の課題 問題点を整理し

今後は各市町村で活用しやすいよう共通様式の評価票に再調整し、これからの社旗教育事業

の見直しや社会教育計画に役立てる。

◆各種研修会等

・ 第１回後志管内社会教育主事等会議H18.5.25
・ ～ 全道社会教育研修会H18.6.1 2
・ 後志教育研修センター「社会教育」研修講座H18.6.23
・ ～ 道央ブロック社会教育研究協議会H18.11.9 10
・ ～ 第２回後志管内社会教育主事等会議H18.11.30 12.1
・ 第３回後志管内社会教育主事等会議H19.3.1


